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古くから一関地方では、節目や年中行事など、「ハレの日」にもちを食べてきました。
そのもちを含む「和食」が、ユネスコの無形文化遺産に登録されることになりました。

今、一関地方の「もち食文化」の普及・発展に、追い風が吹いています。

ハレの日に食べるもち
古くからもちは、人と人のつ

ながりを象徴する食べ物とし

て愛されてきました。作法が

伴うもち食文化は一関の誇
り。ユネスコが認めた古里の文化を後世へ継
承していくことが私たちの使命です。

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
料
理
と
共
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
の
が
「
も
ち
食
儀
礼
」
で
す
。
祝
儀
に

も
不
祝
儀
に
も
「
も
ち
本
膳
」
を
振
る
舞

う
伝
統
は
一
関
地
方
な
ら
で
は
で
す
。

市
内
で
も
ち
食
儀
礼
を
普
及
す
る
佐
藤

育
郎
さ
ん
は
「
人
生
の
節
目
に
食
べ
る

も
ち
は
最
高
の
ご
ち
そ
う
。
こ
の
世
に

生
を
受
け
た
喜
び
に
始
ま
り
、
七
五
三
、

入
学
、
卒
業
、
結
婚
、
そ
し
て
終
局
ま
で
、

も
ち
で
始
ま
り
、
も
ち
で
締
め
く
く
っ

た
の
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

「
和
食
」
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定

を
祝
っ
て
、
市
内
で
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
、

企
画
展
や
公
開
講
座
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
登
録
決
定
は
「
も
ち
の
聖
地
」
を

目
指
す
一
関
に
と
っ
て
も
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
。
一
関
が
誇
る
「
も
ち
食
文
化
」
の

普
及
・
発
展
に
、
今
、
追
い
風
が
吹
い
て

い
ま
す
。

食
術
」「
地
中
海
料
理
」「
メ
キ
シ
コ
の
伝
統

料
理
」「
ト
ル
コ
の
ケ
シ
ケ
キ
（
麦
が
ゆ
）
の

伝
統
」
に
続
く
５
件
目
。
江
戸
前
寿
司
や
京

料
理
と
共
に
和
食
の
代
表
に
挙
げ
ら
れ
た

「
一
関
地
方
の
も
ち
食
」
が
世
界
に
認
め
ら

れ
た
の
で
す
。
伝
統
的
な
習
わ
し
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
、
年
中
行
事
の

中
で
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
家
族
や
地
域

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
き
た
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

一
関
地
方
の
も
ち
。
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
、
仙
台
藩

は
、
平
安
息
災
を
祈
っ
て
、
毎
月
１
日
と
15

日
に
も
ち
を
神
仏
に
供
え
る
習
わ
し
を
推

奨
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
米
の
ほ
か
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が
と
れ
た
豊
か
な
食

文
化
を
背
景
に
、
多
彩
な
も
ち
の
具
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
食
べ
方
は
３
０
０
種

以
上
と
い
わ
れ
、
土
産
土
法
の
も
ち
料
理

は
、
郷
土
食
と
な
っ
て
広
が
り
、
今
日
に
伝

農
水
省
の「
日
本
食
・
食
文
化
の
海
外
普

及
」（
２
０
１
３
年
６
月
）に
よ
る
と
、

「
外
国
人
が
好
き
な
外
国
料
理
」の
１
位
は

日
本
料
理
、海
外
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は

約
５
万
５
千
店
に
上
り
、和
食
が
空
前
の

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。人
気
の
理
由
は

▼
旬
の
味
覚
を
生
か
し
て
い
る
▼
四
季
の

移
ろ
い
を
味
覚
と
視
覚
で
表
現
し
て
い
る

▼「
一
汁
三
菜
」で
理
想
的
な
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
実
現
し
て
い
る
―
な
ど
で
す
。

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

は
13
年
12
月
４
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

の
首
都
バ
ク
ー
で
開
い
た
第
８
回
政
府
間

委
員
会
で
日
本
政
府
が
推
薦
し
た
「
和
食
・

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
を
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
無
形
文
化
遺
産
は
、
世
界
遺
産
や
記

憶
遺
産
と
並
ぶ
ユ
ネ
ス
コ
の
遺
産
事
業
の

一
つ
で
す
。

　

食
分
野
で
の
登
録
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
美

実家（奥州市）の母は毎日も

ちを食べています。もちを勉
強したくて参加しました。「も

ち本膳」や「果報もち」など、
歴史や伝統が根付く一関のもち食文化はとて

も興味深いですね。

佐藤光代さ
ん 滝沢市

　記念公開講座「岩手県一関地方のも

ち食文化」は1月11日、蔵元レストラン

世嬉の一で行われ、県内各地から参加

した30人が伝統儀礼の「もち本膳」を

体験し、「もち食文化」について理解を

深めました。

　「和食」のユネスコ無形文化遺産登録

を記念した講座は全3回。最終回の同

日は、一関もち食推進会議の佐藤晄
こう

僖
き

会長が「もち食文化」のルーツや「もち

食」の普及活動について説明したほか、

佐藤育郎文化部長が小笠原流の礼儀作

法を伝授しました。参加者は、メーンの

「もち本膳」のほか「もちつきうた」や「果

報もち」を体験し、古くから伝わる一関

地方のもち食文化を楽しく学びました。

県や県立大学と連携した公開講座

一関のもち食文化を学ぶ

　「和食」の無形文化遺産登録を記念したもちつきイベントは12

月7日、JR一ノ関駅西口前広場で開かれ、観光客や市民ら約

150人がつきたてのもちを味わい、

登録を祝いました。

　同日は、東京・銀座の「いわて銀

河プラザ」でも、来場者に紅白もち

が配られました。

無形文化遺産登録を記念して東京でもち振る舞い

　一関図書館の企画展「和食～日

本の食文化」は1月27日～ 23日に

開かれました。「もち食文化」に関

する資料のほか、精進料理や寿司

など「和食」に関する図書の展示、

貸し出しなどが行われました。花泉図書館では、テーマ展「和食

の魅力、再発見」を開催しました。

図書館で「和食」をテーマに企画展を開催

佐藤育郎さ
ん 東山町

も
ち
の
起
源

江
戸
時
代
、
仙
台
藩
は
国
内
有
数
の
米

ど
こ
ろ
で
し
た
。
当
時
、
仙
台
藩
に
は
毎

月
１
日
と
15
日
に
も
ち
を
神
仏
に
供
え
、

平
安
息
災
を
祈
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
米
の
ほ
か
に
も
農
産
物
が
豊

か
で
、
こ
う
し
た
地
域
の
食
文
化
を
背

景
に
多
彩
な
も
ち
料
理
が
広
が
り
ま
し

た
。

ハ
レ
と
ケ

ハ
レ
は
折
り
目
や
節
目
を
指
す
概
念
で
、

語
源
は
「
晴
れ
」。「
晴
れ
舞
台
」
や
「
晴

れ
着
」
な
ど
、
現
在
も
よ
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
儀
礼
、
祭
り
、
年
中
行
事
な
ど「
非

日
常
」
を
ハ
レ
と
い
う
の
に
対
し
、
ケ
は

「
日
常
」
を
表
し
ま
す
。

無
形
文
化
遺
産

世
界
遺
産
や
記
憶
遺
産
と
並
ぶ
、
ユ
ネ
ス

コ
の
遺
産
事
業
の
一
つ
で
す
。
無
形
文
化

遺
産
保
護
条
約
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ

る
芸
能
、
社
会
的
な
習
慣
、
儀
式
・
祭
事
、

伝
統
工
芸
技
術
な
ど
で
、
日
本
で
は
和

食
の
ほ
か
に
、
能
楽
と
文
楽
な
ど
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
食
儀
礼

仙
台
藩
の
武
家
社
会
の
儀
礼
と
し
て

「
も
ち
本
膳
」
が
あ
り
ま
す
。
礼
儀
作
法

は
「
小
笠
原
流
」、
盛
り
付
け
や
味
付
け

は
「
四
条
流
」
の
流
れ
を
く
ん
だ
も
の
が

格
調
高
い
正
式
の
儀
礼
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
祝
儀
に
も
不
祝
儀
に
も
「
も
ち
本

膳
」
を
振
る
舞
う
伝
統
は
一
関
地
方
な

ら
で
は
で
す
。

一
関
の
人
た
ち

は
、
正
月
や
年
越

し
は
も
ち
ろ
ん
、

節
句
、
彼
岸
や
お

盆
な
ど
、
季
節
の
区

切
り
に
、
お
客
さ
ま
の
お

も
て
な
し
に
、
結
婚
式
や
葬

式
な
ど
冠
婚
葬
祭
に
、
事
あ

る
ご
と
に
も
ち
を
食
べ
ま

す
。
そ
の
数
は
年
間
60
日

以
上
と
も
い
わ
れ
、「
も
ち

暦
」
が
存
在
す
る
ほ
ど
で

す
。


